
　

4
月
23
日
、
市
と
株
式
会
社
エ

フ
エ
ム
た
じ
ま
は
、
災
害
等
に
お

け
る
緊
急
放
送
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

に
よ
る
緊
急
放
送
を
通
じ
て
、
災

害
等
に
関
す
る
情
報
を
市
民
に
提

供
す
る
こ
と
で
、
被
害
の
軽
減
を

図
り
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保
に

寄
与
し
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
中
貝
市
長
と
株

式
会
社
エ
フ
エ
ム
た
じ
ま
代
表
取

締
役
の
大
岡
夫
美
子
さ
ん
が
協
定

書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
5
月
に
就
任
し
た
中

川　

茂
副
市
長
が
、
5
月
15
日
で

任
期
満
了
と
な
り
、退
任
し
ま
し

た
。

　

中
川
副
市
長
は
、
市
長
の
補
佐

役
と
し
て
、
ま
た
、
市
長
と
職
員

と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
市
の
重

要
事
項
に
関
す
る
調
整
に
当
た

り
、
円
滑
な
市
政
運
営
に
大
き
く

貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
副
市
長
に
は
、
5
月
14

日
の
市
議
会
臨
時
会
の
議
決
を
経

て
、
16
日
付
け
で
、
齋
藤
哲
也
さ

ん（
前
豊
岡
市
政
策
調
整
部
長
）が

就
任
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
副
市
長
は
、
真
野　

毅
副

市
長
と
共
に
中
貝
市
長
を
補
佐

し
、
市
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

【
副
市
長
】（
任
期
4
年
・
敬
称
略
）

【
監
査
委
員
】（
任
期
4
年
）

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
】

（
任
期
4
年
）

【
教
育
委
員
会
委
員
】（
任
期
4
年
）

　

5
月
14
日
の
市
議
会
臨
時
会
で

の
議
決
・
選
挙
を
経
て
、
監
査
委

員
、
教
育
委
員
会
委
員
、選
挙
管

理
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
委
員
は
、次
の
と
お
り

で
す
。

中
川　

茂
副
市
長
が
任
期
満
了
で
退
任

新
副
市
長
に
齋
藤
哲
也
さ
ん
が
就
任

新
た
に
選
任
ま
た
は
任
命
さ
れ
た
委
員（

敬
称
略
）

▲（左から）エフエムたじまの西村取締
役と大岡代表取締役、中貝市長

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
4
月
】

13
日
・
出
石
歴
史
文
化
交
流
館
竣

工
お
披
露
目
会

16
日
・
シ
ア
ト
ル
市
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン

中
学
校
国
際
交
流
体
験
学

習
使
節
団
来
訪（
〜
21
日
）

21
日
・
豊
岡
市
長
選
挙
投
票
日

24
日
・
豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル
開
校

　
　

・
淡
路
島
の
家
屋
被
害
調
査

に
職
員
派
遣（
〜
25
日
、

30
日
〜
5
月
1
日
、
5
月

7
〜
8
日
）

【
5
月
】

１
日
・
豊
岡
市
長
初
登
庁

11
日
・
水
道
ま
つ
り

▲中川副市長退任セレモニーで花束を
贈呈▲齋

さい

藤
とう

哲
てつ

也
や

▲多
た

根
ね

　徹
とおる

▲浮
うき

田
た

一
かず

雄
お

▲川
かわ

上
かみ

康
やす

則
のり

▲畠
はた

中
なか

隆
たか

夫
お

▲正
しょう

見
み

英
えい

子
こ

▲井
い

垣
がき

美
み

津
つ

子
こ

▲石
いし

高
たか

雅
まさ

信
のぶ

株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
た
じ
ま
と
災
害
等
に
お
け
る

緊
急
放
送
に
関
す
る
協
定
を
締
結
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5
月
、
連
休
。
い
つ
も
の
時
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
畑
仕
事
で
す
。

毎
年
、
こ
の
時
期
に
だ
け
、
流
行

病
に
で
も
か
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、

畑
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
を
ま
き
、

ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
の
苗
を
植
え

る
の
で
す
。

　

村
の
目
抜
き
通
り
で
、
日
頃
見

慣
れ
ぬ
市
長
が
見
慣
れ
ぬ
腰
つ
き

で
畑
を
打
っ
て
い
る
と
、
当
然
、

村
人
の
目
を
引
き
ま
す
。

　
「
今
年
も
そ
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
か
。
う
ち
も
植
え
ん
な
ら
ん

な
あ
」「
宗む
ね

ち
ゃ
ん
、
無
理
せ
ん
方

が
え
え
で
」

　

欧
米
化
が
進
む
私
の
村
で
は
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
う

の
で
す
。

　
「
上
手
だ
で
、
上
手
、
上
手
!
」

こ
り
ゃ
も
う
、
ち
ゃ
か
し
で
す
。

　

芽
が
出
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

「
肥
料
を
欲
し
げ
な
顔
を
し
と
る

な
」と
追
肥
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。

　

日
頃
、
外
で
市
長
だ
と
威
張
っ

て
い
て
も
、
う
ね
は
く
ね
く
ね
と

曲
が
り
、
表
面
は
で
こ
ぼ
こ
と
波

打
ち
、
村
の
中
で
は
た
だ
の
か
い

性
な
し
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

比
べ
、
ど
こ
の
村
に
も「
あ
の
人

が
植
え
た
田
ん
ぼ
は
美
し
い
」「
あ

の
人
が
作
る
ネ
ギ
は
と
り
わ
け
う

ま
い
」と
評
判
の
人
が
、
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
い
ま
す
。
以
前

近
所
で
火
事
が
あ
っ
た
際
に
は
、

焼
け
残
っ
た
柱
組
の
上
に
上
っ
て

解
体
作
業
を
す
る
隣
人
を
見
て
、

感
嘆
し
ま
し
た
。
私
に
は
と
て
も

で
き
な
い
芸
当
で
し
た
。
不
思
議

に
、
私
は
こ
の
村
の
一
員
な
の
だ

と
、
そ
の
と
き
感
じ
ま
し
た
。

　

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の

桜
」で
、
主
人
公
の
弟
三
郎
が
江

戸
に
向
か
う
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し

た
。
三
郎
は
、
日
本
を
支
え
る
た

め
に
、
で
は
な
く
、
会
津
を
支
え

る
人
材
と
な
る
た
め
に
江
戸
に
向

か
う
の
だ
と
、
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

　

時
代
は
、
黒
船
に
象
徴
さ
れ
る

外
国
か
ら
独
立
を
守
る
体
制
と
人

材
を
必
要
と
し
始
め
て
い
ま
し

た
。
以
来
ず
っ
と
、
私
た
ち
の
国

は「
日
本
を
支
え
る
人
材
を
」と
叫

び
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
と

て
も
大
切
な
視
点
で
す
。
が
、
同

時
に
、「
私
は
い
ず
れ
故
郷
に
帰
り
、

故
郷
を
支
え
る
の
だ
」と
い
う
人

材
を
育
て
る
こ
と
も
大
切
な
の
だ
、

村
の
暮
ら
し
を
感
じ
な
が
ら
、
私

は
強
く
そ
う
思
う
の
で
す
。

　

4
月
22
日
、
第
22
回「
地
球
環

境
大
賞
」（
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー

プ
主
催
）の
授
賞
式
が
東
京
の
明

治
記
念
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
審
査
委
員
特
別
賞
を

受
賞
し
、
中
貝
市
長
が
表
彰
状
と

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

〔
豊
岡
市
の
受
賞
理
由
要
旨
〕

　

安
全
・
安
心
な
コ
メ
と
多
様
な

生
き
も
の
を
育
む「
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
農
法
」に
取
り
組
み
、
農
業

技
術
確
立
と
農
産
物
の
安
全
・
安

心
ブ
ラ
ン
ド
化
も
推
進
し
て
い
る
。

　

農
業
者
に
は
経
済
的
な
利
益
や

環
境
保
全
へ
の
意
欲
、
誇
り
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
消
費
者
は
、
消

費
を
通
じ
た
生
物
多
様
性
保
全
へ

の
貢
献
に
共
感
し
購
入
し
て
い
る
。

　

4
月
26
日
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会（
J
F
A
）と
豊
岡
市
は
、
中
筋

小
学
校
で
、J
F
A
こ
こ
ろ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト「
夢
の
教
室
」の
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

J
F
A
と
自
治
体
と
の
協
定
締

結
は
、
兵
庫
県
内
で
は
初
め
て
の

こ
と
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日

本
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
、

市
内
小
学
校
の
教
壇（
5
年
生
対

象
）に
立
ち
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
精

神
や
夢
を
持
つ
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る

こ
と
や
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

ま
す
。

　

調
印
式
の
後
、J
リ
ー
グ
の
ガ

ン
バ
大
阪
や
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
で

活
躍
し
、
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ス
タ
ー
の
永
島
昭
浩
さ
ん
が「
夢

先
生
」と
し
て
、
中
筋
小
学
校
の

教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

〜
応
援
し
ま
す
！
夢
へ
の
挑
戦
〜

Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
夢
の
教
室
」の
調
印
／
第
１
回「
夢
の
教
室
」実
施

〜
豊
岡
市
の
環
境
農
業
の
取
組
み
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
〜

地
球
環
境
大
賞「
審
査
委
員
特
別
賞
」の
受
賞
式
に
出
席

村
の
暮
ら
し

67

▲審査委員長の有馬朗
あき
人
と
・武蔵学

園園長から表彰状を受け取る中
貝市長

▲調印式でＪＦＡ大仁邦彌会長と
中貝市長が握手

▲夢先生の永島昭浩さんが指導

　

授
業
の
前
半
は
、
体
育
館
で
ゲ

ー
ム
を
し
て
永
島
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
、
後
半
は
教
室
に
移
り
、

永
島
さ
ん
が
自
ら
の
夢
を
語
り
、

夢
を
持
つ
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を

伝
え
ま
し
た
。
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